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夏休みに、メンバー4名がレンタサイクルを借りて、洲本市のバスセンターから鮎
屋の滝まで途中の風景を動画撮影しながら現地訪問して、滝周辺の視察とキャ
ンプ場予定地を見学しました。SNSに関しては、ゼミとしてインスタグラムを立ち
上げて、フォロワーにアンケートをとったりしました。

自分たちで企画をまとめようとしたが、人数は少ない中できる人に任せるところ
がありました。中間発表から10月の本発表までに中だるみがありましたが、最後
は協力して何とか発表にこぎつけたと思います。　現地のフィールドワークは協力
し合ってよい企画を作りたい思いがあふれていたと感じました。地元の評価の結
果の最終コメントでインスタグラムの調査やサイクリングマップは評価が高かった
ことが分かり、仕上げの発表の重要性をみんなが認識したのが大きな学びとなり
ました。

ゼミメンバーで役割分担を決めて、情報発信、マップ、キャンプ場の担当をおこ
なった。企画書づくりも手分けしたが、それぞれが思い思いのフォームで作成した
ため、調整に手間取りました。

4月からの正式スタートでありましたが、コロナ禍の影響で思うように現地へ行けず、オンライン・フィールドワークも現地が
大雨でキャンプ場予定地等の様子が分かりませんでした。ゼミとしては、情報発信、サイクリングマップ、キャンプ場の3つ
の視点から活性化を考えました。
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情報発信に関しては、8月の中間発表時にも途中経過を発表して評価をいただきましたので、本発表に向けてデータを整
理してわかりやすくまとめました。マップに関しては、産学連携に力を入れている、堺市の真生印刷株式会社さんの協力の
もとカラーのマップができましたが、QRコード等で動画をアップするところまではたどり着けませんでした。キャンプ場予定地
に関しては情報がうまく集まらずにまとまりませんでした。




